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研究成果の概要（和文）：本研究は、人種表象をめぐる地域横断型、文理融合型の国際共同研究である。代表者による
編著書または共編著書、文理融合の国際共著論文等の共同研究の成果に限ると、本科研による主要な研究成果は、英語
論文集2冊、日本語論文集3冊、雑誌特集号（または特集）2冊、文理融合国際共著論文1本、報告書20冊等である。この
ほか共催の成果として、雑誌特集号（または特集）2冊（うち1冊は英語）。2010年度から2014年度に開催したシンポジ
ウム、国際セミナー、共同研究会は計82回に上る（そのうち、公開が51％、報告者のうち女性45%、外国人36%、若手が
34%を占める）。

研究成果の概要（英文）：This study is based on an international joint research project that employed 
cross-regional and cross-disciplinary approaches. The outcomes of this project, all of which are edited, 
co-edited, or co-authored (first author) by the principal investigator, include the following: Two 
English language edited volumes (Racial Representations in Asia, Kyoto University Press; Trans-Pacific 
Japanese American Studies: Conversations on Race and Racializations, University of Hawai'i Press); a 
three book series Japanese language anthology (Dismantling the Race Myth, University of Tokyo Press), two 
special issue journals, an English language co-authored article by scholars in the humanities and 
science, and 20 proceedings / annual reports. In total, 82 symposia, seminars, and study meetings were 
held during the fiscal years 2010-2014 (of which 51% were open to the public; and women, international, 
and young scholars constituted 45%, 36%, and 34% respectively of participants at the meetings).
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様 式

１．研究開始当初の背景
(1) 代表者は本科研の前は、「「人種」の概念
と実在性をめぐる学際的基礎研究」
（2001
めぐる融合研究」（
る 2つの文理融合型・地域横断型の共同研究
を主宰し、その成果を
信した。これらは、人種を正面から、かつ包
括的に取り上げた
て位置づけられる。
 (2) 国際的に見ても、欧米やその植民地を対
象としてきた先行研究とは異なり、日本や他
のアジア地域の事例を積極的に含め、それら
を欧米などの事例と接合させた共同研究と
して、海外の研究者らから注目されてきた。
 
２．研究の目的
(1) 生物学的概念としての「人
が否定されているにもかかわらず、
アルに存在するのか
その解明の
(2) 従
な身体形質
だけでは
では、日
ない人種」の表象も十分に分析する。
象だけでなく、非視覚表象、科学表象、自己
対抗表象についても積極的に取り上げる。
 
３．研
(1) まず全体で研究の目的・方法・方向性を
確認した後、個別にフィールドワークや資料
収集、
見や課題等を参加者全員で共有した。
(2) 共同研究の
い知見がうまれ、
は国際共同研究を主軸としており、年平均
16-17
性、外国人、若手、セミナー等の公開性の高
比率については、１ページ参照。
 
４． 研究成果
以下本
果の一部に過ぎず。これ
者、科研研究員などによる成果も多々ある。
(1) 学 術 書
American Studies: Conversations on 
Race and Racialisations
Takzawa and Gary Okihiro eds. 
(University of Hawai
2016.
「トランスパシフィック」をキーワードと
して行った日米合同研究の成果。日米ペア
でジェンダー、階級・コミュニティなど６
テーマを組み、
セイ６本も収録。
(2) (3) 
種神話を解体する」全３巻
集責任
出版会

式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景
代表者は本科研の前は、「「人種」の概念
と実在性をめぐる学際的基礎研究」

2001-2004）および「人種の表象と表現を
めぐる融合研究」（
つの文理融合型・地域横断型の共同研究

を主宰し、その成果を
信した。これらは、人種を正面から、かつ包
括的に取り上げた
て位置づけられる。
国際的に見ても、欧米やその植民地を対

象としてきた先行研究とは異なり、日本や他
のアジア地域の事例を積極的に含め、それら
を欧米などの事例と接合させた共同研究と
して、海外の研究者らから注目されてきた。

２．研究の目的 
生物学的概念としての「人
が否定されているにもかかわらず、
アルに存在するのか
解明の鍵を人種表象に求める
従来の研究では、皮膚の色などの可視的
な身体形質の表象
だけでは環大西洋中心の表象になる
、日本や他のアジア地域における「見え
ない人種」の表象も十分に分析する。
象だけでなく、非視覚表象、科学表象、自己
対抗表象についても積極的に取り上げる。

３．研究の方法 
まず全体で研究の目的・方法・方向性を
確認した後、個別にフィールドワークや資料
収集、DNA 分析などを行った。研究会で発
見や課題等を参加者全員で共有した。
共同研究の場
い知見がうまれ、
は国際共同研究を主軸としており、年平均

17 回のセミナー・研究会を開催した。
性、外国人、若手、セミナー等の公開性の高
比率については、１ページ参照。

研究成果 
以下本成果報告書で記載したもの
果の一部に過ぎず。これ
者、科研研究員などによる成果も多々ある。
学 術 書   

American Studies: Conversations on 
Race and Racialisations
Takzawa and Gary Okihiro eds. 
University of Hawai

.) 日系アメリカ人の人種化について
「トランスパシフィック」をキーワードと
して行った日米合同研究の成果。日米ペア
でジェンダー、階級・コミュニティなど６
テーマを組み、14
セイ６本も収録。
(2) (3) (4) 学術書シリーズ「人
種神話を解体する」全３巻
集責任 竹沢泰子
出版会 2016年夏）

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

１．研究開始当初の背景 
代表者は本科研の前は、「「人種」の概念
と実在性をめぐる学際的基礎研究」

）および「人種の表象と表現を
めぐる融合研究」（2004-2009
つの文理融合型・地域横断型の共同研究

を主宰し、その成果を２冊の論文集として
信した。これらは、人種を正面から、かつ包
括的に取り上げた国内唯一の共同研究とし
て位置づけられる。 
国際的に見ても、欧米やその植民地を対

象としてきた先行研究とは異なり、日本や他
のアジア地域の事例を積極的に含め、それら
を欧米などの事例と接合させた共同研究と
して、海外の研究者らから注目されてきた。

 
生物学的概念としての「人
が否定されているにもかかわらず、
アルに存在するのかについて、

鍵を人種表象に求める
来の研究では、皮膚の色などの可視的
の表象が注目されていたが、それ
環大西洋中心の表象になる
本や他のアジア地域における「見え

ない人種」の表象も十分に分析する。
象だけでなく、非視覚表象、科学表象、自己
対抗表象についても積極的に取り上げる。

 
まず全体で研究の目的・方法・方向性を
確認した後、個別にフィールドワークや資料

分析などを行った。研究会で発
見や課題等を参加者全員で共有した。

場の意見交換を通して
い知見がうまれ、成果につながった
は国際共同研究を主軸としており、年平均
回のセミナー・研究会を開催した。

性、外国人、若手、セミナー等の公開性の高
比率については、１ページ参照。

成果報告書で記載したもの
果の一部に過ぎず。これ以外にも
者、科研研究員などによる成果も多々ある。

 Transpacific 
American Studies: Conversations on 
Race and Racialisations
Takzawa and Gary Okihiro eds. 
University of Hawai’i Press, summer 
日系アメリカ人の人種化について

「トランスパシフィック」をキーワードと
して行った日米合同研究の成果。日米ペア
でジェンダー、階級・コミュニティなど６

14本の論文と立場性のエッ
セイ６本も収録。 

学術書シリーズ「人
種神話を解体する」全３巻（編

竹沢泰子 東京大学
年夏）。（第１巻「可

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通）

代表者は本科研の前は、「「人種」の概念
と実在性をめぐる学際的基礎研究」

）および「人種の表象と表現を
2009）の人種をめぐ

つの文理融合型・地域横断型の共同研究
２冊の論文集として

信した。これらは、人種を正面から、かつ包
唯一の共同研究とし

国際的に見ても、欧米やその植民地を対
象としてきた先行研究とは異なり、日本や他
のアジア地域の事例を積極的に含め、それら
を欧米などの事例と接合させた共同研究と
して、海外の研究者らから注目されてきた。

生物学的概念としての「人種」の実在性
が否定されているにもかかわらず、人種が

について、本研究では、
鍵を人種表象に求める。 

来の研究では、皮膚の色などの可視的
が注目されていたが、それ

環大西洋中心の表象になる。本研究
本や他のアジア地域における「見え

ない人種」の表象も十分に分析する。視覚表
象だけでなく、非視覚表象、科学表象、自己
対抗表象についても積極的に取り上げる。

まず全体で研究の目的・方法・方向性を
確認した後、個別にフィールドワークや資料

分析などを行った。研究会で発
見や課題等を参加者全員で共有した。 

を通して、新し
につながった。本研究

は国際共同研究を主軸としており、年平均
回のセミナー・研究会を開催した。

性、外国人、若手、セミナー等の公開性の高
比率については、１ページ参照。 

成果報告書で記載したものは、研究成
以外にも、研究協力

者、科研研究員などによる成果も多々ある。
Transpacific Japanese 

American Studies: Conversations on 
Race and Racialisations.  Yasuko
Takzawa and Gary Okihiro eds. 

i Press, summer 
日系アメリカ人の人種化について

「トランスパシフィック」をキーワードと
して行った日米合同研究の成果。日米ペア
でジェンダー、階級・コミュニティなど６

本の論文と立場性のエッ

学術書シリーズ「人
（編

東京大学
（第１巻「可

Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

代表者は本科研の前は、「「人種」の概念
と実在性をめぐる学際的基礎研究」

）および「人種の表象と表現を
人種をめぐ

つの文理融合型・地域横断型の共同研究
２冊の論文集として発

信した。これらは、人種を正面から、かつ包
唯一の共同研究とし

国際的に見ても、欧米やその植民地を対
象としてきた先行研究とは異なり、日本や他
のアジア地域の事例を積極的に含め、それら
を欧米などの事例と接合させた共同研究と
して、海外の研究者らから注目されてきた。 

種」の実在性
人種がリ
本研究では、

来の研究では、皮膚の色などの可視的
が注目されていたが、それ

。本研究
本や他のアジア地域における「見え

視覚表
象だけでなく、非視覚表象、科学表象、自己
対抗表象についても積極的に取り上げる。 

まず全体で研究の目的・方法・方向性を
確認した後、個別にフィールドワークや資料

分析などを行った。研究会で発

、新し
。本研究

は国際共同研究を主軸としており、年平均
回のセミナー・研究会を開催した。女

性、外国人、若手、セミナー等の公開性の高

は、研究成
、研究協力

者、科研研究員などによる成果も多々ある。 
Japanese 

American Studies: Conversations on 
Yasuko 

Takzawa and Gary Okihiro eds. 
i Press, summer 

日系アメリカ人の人種化について
「トランスパシフィック」をキーワードと
して行った日米合同研究の成果。日米ペア
でジェンダー、階級・コミュニティなど６

本の論文と立場性のエッ

視性と不可視性のはざまで」第２巻「科学
と社会の知」第
表象と抵抗」）。
研究の国内向け成果。９人の外国人執筆者
を含む。
２本、個別論文１本、座談会記録１本を執
筆。
(5) 
Representations in Asia.
Yasuko Takezawa ed. (Kyoto 
University Press, 2011.)
籍 10
同研究の成果。日本やアジアの
人種表象に関する先駆的研究。
論、統括的理論
(6）
Issue: Rethinking Race/Racism from 
Asian Experiences
と共催した
共著序文
(7) 
差異の表象。
若手研究者の成果を中心
 (8) 
Research, Race, Ethnicity and the 
Labeling of Populations: 
Recommendations based on an 
interdisciplinary workshop in Japan.”
Takezawa et al. 
2014.
「人文学とゲノム研究のインターフェイス」
の成果
用頻度を統計的に実証し、集団のラベリン
グに関する９項目の具体的提言を行った
発表後
り”Highly accessed
（9
ぶ「人種」「民族」とヒトの多様性」
学術会議とシンポジウム共催
自然人類学分科会・文化人類学分科会と共
催。現役の高校教員も発表した。また東京
都教育委員会幹部、中高の教員、教科書会
社関係者も参加した。
(10)(11) 
ヌであること
たシンポジウム
ジウム報告書
竹沢泰子編、京都大学人文科学研究所
2011
(11)
学のアイヌ人骨問題調査委員会の参考資料
となり、また全国からの希望者に配布。
(12) 
ら 312
(13) 
 (14
する」延べ
加者をえた国際シンポ
ジウム（
際会館）

 

視性と不可視性のはざまで」第２巻「科学
と社会の知」第
表象と抵抗」）。
研究の国内向け成果。９人の外国人執筆者
を含む。代表者は、序論１本、統括的理論
２本、個別論文１本、座談会記録１本を執
筆。 

 学 術 書
Representations in Asia.
Yasuko Takezawa ed. (Kyoto 
University Press, 2011.)

10名の執筆者による国際共
同研究の成果。日本やアジアの
人種表象に関する先駆的研究。
論、統括的理論 1
）雑誌特集 Japanese Studies, Special 

Issue: Rethinking Race/Racism from 
Asian Experiences
共催したシンポジウム
共著序文・単著
 雑誌特集号『人文學報』
差異の表象。竹沢泰子編
若手研究者の成果を中心

) 文理融合共著論文
Research, Race, Ethnicity and the 
Labeling of Populations: 
Recommendations based on an 
interdisciplinary workshop in Japan.”
Takezawa et al. 
2014. 文理融合ワークショップシリーズ
「人文学とゲノム研究のインターフェイス」
の成果。専門雑誌の「モンゴロイド」の使
用頻度を統計的に実証し、集団のラベリン
グに関する９項目の具体的提言を行った
発表後 3か月間で

Highly accessed
9）『学術の動向』特集「中等教育でまな
ぶ「人種」「民族」とヒトの多様性」
学術会議とシンポジウム共催
自然人類学分科会・文化人類学分科会と共
催。現役の高校教員も発表した。また東京
都教育委員会幹部、中高の教員、教科書会
社関係者も参加した。
(10)(11) 『学術の動向』特集「
ヌであること」
シンポジウム
ジウム報告書『いま、アイヌであること』
竹沢泰子編、京都大学人文科学研究所
2011年。 
(11)の我々独自の報告書は、一部の国立大
学のアイヌ人骨問題調査委員会の参考資料
となり、また全国からの希望者に配布。
(12) 年次報告書５冊（１冊につき

312頁） 
(13) シンポジウム・セミナー報告書

4) 国際シンポジウム「人種神話を解体
する」延べ 350
加者をえた国際シンポ
ジウム（於：国立
際会館）2012年

視性と不可視性のはざまで」第２巻「科学
と社会の知」第 3巻「「混血」「ハーフ」の
表象と抵抗」）。人種表象に関する国際共同
研究の国内向け成果。９人の外国人執筆者

代表者は、序論１本、統括的理論
２本、個別論文１本、座談会記録１本を執

学 術 書 Racial 
Representations in Asia.
Yasuko Takezawa ed. (Kyoto 
University Press, 2011.) ６国
名の執筆者による国際共

同研究の成果。日本やアジアの
人種表象に関する先駆的研究。

1本、個別論文１本を執筆。
Japanese Studies, Special 

Issue: Rethinking Race/Racism from 
Asian Experiences. 2015. 

シンポジウムの成果。
単著個別論文を含む。

雑誌特集号『人文學報』
竹沢泰子編、2

若手研究者の成果を中心とした特集号。
共著論文 “Human Genetic 

Research, Race, Ethnicity and the 
Labeling of Populations: 
Recommendations based on an 
interdisciplinary workshop in Japan.”
Takezawa et al. BMC Medical Ethics
文理融合ワークショップシリーズ

「人文学とゲノム研究のインターフェイス」
。専門雑誌の「モンゴロイド」の使

用頻度を統計的に実証し、集団のラベリン
グに関する９項目の具体的提言を行った

か月間で 2,000件のアクセスがあ
Highly accessed“の永久認証を得る。
『学術の動向』特集「中等教育でまな

ぶ「人種」「民族」とヒトの多様性」
学術会議とシンポジウム共催
自然人類学分科会・文化人類学分科会と共
催。現役の高校教員も発表した。また東京
都教育委員会幹部、中高の教員、教科書会
社関係者も参加した。 
『学術の動向』特集「
」日本学術会議と

シンポジウムの成果、2011
『いま、アイヌであること』

竹沢泰子編、京都大学人文科学研究所

の我々独自の報告書は、一部の国立大
学のアイヌ人骨問題調査委員会の参考資料
となり、また全国からの希望者に配布。
年次報告書５冊（１冊につき

シンポジウム・セミナー報告書
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